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スプライトと雷放電水平電流の同時観測を目的とした機器開発および初期観測結

果
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スプライトとは雷放電に伴い高度 50 - 90 km に出現する大気発光現象であり、雷雲地上間放電による準静電場

によって生成されることが知られている。そのスプライト、および関連したいくつかの現象の発生機構について多

くの未解明な問題がある。例えば、スプライトストリーマー群の水平分布構造を決める要因や、雷放電からスプラ

イト発生までの時間を決める要因が明らかになっていない。雲内放電、雲間放電や雷雲地上間放電の際に流れる水

平電流がこれらの問題に関係しているとの研究結果がある[Cho et al., 2001; Bell et al., 1997]。しかしなが

ら、これまでスプライトと雷放電水平電流との同時観測は行なわれたことがない。

スプライトの生成機構における水平電流の役割を調べるために、我々は空電の電界測定を目的とした 3成分（鉛

直、南北、東西）のダイポールアンテナで構成された観測器を開発した。開発した装置を 2003 年 1 月、福島県に

ある東北大学飯舘観測所(37.7ºN,140.7ºE)に設置し、磁場測定用水平 2成分ループアンテナとともに、空電観測を

実施した。また、同観測所において IICCD カメラ、アレイフォトメーターを用いてスプライトの光学観測を行った。

さらに、雷放電発生位置特定のため、別の水平 2成分ループアンテナを山梨県立科学館(35.40ºN,138.40ºE)に設置

した。空電のスペクトルパワーのピークである VLF 帯に感度をもたせるため、電界アンテナの周波数レンジを 10 Hz

～ 30 kHz 、磁場アンテナの周波数レンジを 1～30 kHz に設定した。電界・磁場データは VHS ビデオテープの音

声チャンネルに記録した。

本講演では、開発した観測機器の詳細、および初期観測結果について紹介する。特に、雷放電における水平電

流の同定法について議論する。


